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まず第 2 章では、今までの翻訳研究の視点がいかに翻訳プロセスの軸に沿って、「ST 傾







































訳記事 100 件を対象に、ST と TT のコード形式の冗長性に対する量的分析を行う。その結









第 6 章では、TT の語種分布状況を対象に、量的・質的分析を実施することによって、ネ
ットニュース翻訳の「関係規範」を探る。日本語の語彙体系には、語種による情報価値の
分業がある。こうした理論的考察に基づき、対訳記事 100 件の TT における語種分布状況
を量的に測定し、そのデータをもとに散布図を作成する。それによって、TT における和語・
漢語・外来語・機能語のそれぞれが占める割合について傾向性を見出す。こうした翻訳上
の語種選択行為をもたらす ST 自体の要因を究明するために、ST を文化・ジャンル・文体




































た。また、措定された ST と TT の情報価値上の対応関係に基づき、統計的分析を行うこと
で、TT の語種分布状況の多様化を来す ST の文体・ジャンル上の要因に迫った。このよう
な ST と TT の情報価値上の関連付けは、翻訳者の語種選択、文型調整を含む一連の個人的
な行動に規範を提供するだけでなく、翻訳評価などの応用分野にも柔軟な基準を与えるこ
とが期待できよう。 
以上より本研究が目指すところはネットニュースの翻訳という個別的分野に適用しう
る学際的な研究枠組みの提示であり、もちろんその学際化の幅をさらに広げていく可能性
は否めない。それは今後の課題に譲るが、このような試みによって得た規範的なものは確
かに理論と実践の絆を一層強めることに意義が大きいと述べたい。 
